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少
し
で
も
多
く
泳
げ
る
よ
う
が
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と
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今
日
、
わ
た
し
た
ち
が
健

康
で
快
適
な
生
活
を
営
む
た

め
に
、
下
水
道
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
白
石
市
で
は
、
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

昭
和
五
十
年
か
ら
十
六
ヵ
年

計
画
で
公
共
下
水
道
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
も
、
今
年
で

七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
白
石
市
の
下
水
道
と
今

年
度
の
事
業
内
容
を
、
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

“ド水導工事ζ、ご協丸を』

増
え
続
け
る

　
　
　
　
給
水
量

　
白
石
市
の
市
街
地
を
流
れ
る
川
や

堀
は
、
白
石
川
蔵
本
よ
り
人
口
的
に

分
水
さ
れ
、
地
形
に
沿
っ
て
西
か
ら

東
に
流
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
水
は
、
白
石
川
の
分
水
時

点
で
は
き
れ
い
な
水
で
す
が
、
市
街

地
を
通
り
、
斎
川
や
白
石
川
に
合
流

す
る
こ
ろ
に
は
、
よ
ご
れ
て
濁
り
も

ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
住

宅
や
事
務
所
、
工
場
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
が
、
直
接
流
水
に
加
わ

る
か
ら
な
の
で
す
。

　
日
常
、
私
た
ち
の
生
活
で
使
わ
れ
る

生
活
用
水
は
、
生
活
の
向
上
と
と
も

に
毎
年
確
実
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
事
業
所
の
資
料
を
調
べ
て

み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
五
年
で
は
一

日
平
均
の
給
水
量
は
一
人
当
り
二
六

〇
リ
ッ
ト
ル
、
市
全
体
で
五
、
O
O

O
立
方
メ
i
ト
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、

十
年
後
の
昭
和
五
十
四
年
に
は
一
人

当
り
三
三
〇
リ
ッ
ト
ル
、
市
全
体
で

九
、
五
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
と
大
幅

に
増
え
で
、
い
ま
す
。

水
質
の
汚
染
化
が

　
　
　
　
進
む
市
街
地

　
市
衛
生
課
で
は
、
昭
和
四
十
九
年

か
ら
市
街
地
の
水
質
汚
染
の
実
態
調

査
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

み
ま
す
と
白
石
川
よ
り
取
水
個
所
に

近
い
自
石
川
の
上
水
道
水
源
地
や
沢

端
川
上
流
八
幡
神
社
下
個
所
は
、
法

律
で
規
制
さ
れ
て
い
る
水
質
基
準
内

で
あ
り
ま
す
が
、
市
街
地
を
通
り
抜

け
、
三
条
堀
白
石
川
合
流
点
前
や
穴

田
堀
斎
川
合
流
点
前
で
の
測
定
の
結

果
は
、
大
幅
に
水
質
基
準
を
上
ま
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
最
近
急
激
に
増
え
続
け

て
き
た
浄
化
槽
の
普
及
や
リ
ン
を
含

む
合
成
洗
剤
の
使
用
な
ど
で
、
川
や

堀
に
窒
素
化
合
物
（
N
）
や
リ
ン
酸

塩
（
P
）
が
残
留
し
、
沢
端
川
な
ど

で
は
、
こ
の
（
N
）
や
（
P
）
に
よ

っ
て
富
栄
養
と
な
り
、
藻
が
異
常
に

生
え
茂
る
現
象
が
み
ら
れ
ま
す
。
下

流
で
こ
の
水
を
使
用
し
て
い
た
農
家

で
は
、
窒
素
過
剰
の
た
め
稲
作
に
使
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用
で
き
な
く
な
る
と
い
う
社
会
問
題

　
に
ま
で
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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役
割
と
し
く
み

　
　
こ
の
よ
う
に
水
の
循
環
が
自
然
の

　
自
浄
能
力
の
範
囲
を
超
え
、
私
た
ち

　
の
生
活
を
拾
び
や
か
す
ま
で
に
な
っ

　
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
下
水
道
は
、
公
共
用
水
域
の
汚
濁

　
防
止
や
私
た
ち
の
ト
イ
レ
の
水
洗
化

　
な
ど
衛
生
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
を

　
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
人
口
密
集
区
域
を
重
点
的
に
、
パ

　
イ
プ
を
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め
ゐ
、
ら

　
し
、
住
宅
や
事
務
所
・
工
場
な
ど
か
ら

　
発
生
す
る
汚
水
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

　
結
び
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
送
り
処
理
し

　
て
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
か
ら
放
水
す

　
る
施
設
を
公
共
下
水
道
と
い
い
ま
す
。
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〈一

　　　岩沼市二の倉地区に建設中の
　　県南浄化センター。

　　　この浄化センターでは、流域

　五市六町の41万5干人分の汚水
　処理を近代的な方法で、もっと
　　も経済的に行います。
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石
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下
承
遭
事
業

　
自
石
市
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
し
、
工
事
の
認
可

を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
臼
石
市
の
下
水
道
は
、
県
五
市
六

町
で
組
織
す
る
阿
武
隈
川
下
流
流
域

下
水
道
事
業
に
参
加
し
て
い
る
た
め
、

個
別
に
下
水
道
処
理
場
を
建
設
す
る

必
要
が
な
く
、
ま
た
白
石
川
の
勾
配

を
利
用
し
て
自
然
に
流
下
さ
れ
る
よ

う
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
維
持

管
理
の
容
易
性
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

に
、
幹
線
管
渠
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

お
よ
び
事
業
所
の
敷
地
内
や
そ
の
付

近
に
公
共
桝
を
一
箇
所
造
り
、
幹
線

管
渠
ま
で
の
枝
線
工
事
を
完
了
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
延
長

は
七
二
、
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
工
事

費
七
十
億
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の

　
　
　
事
業
内
容

　
今
年
度
の
工
事
は
、
不
澄
ヶ
池
地

内
の
枝
線
埋
設
工
事
を
市
道
稲
荷
町

線
・
延
命
寺
北
線
・
延
命
寺
線
外
二

路
線
・
不
澄
ヶ
池
地
内
約
八
○
○
メ

ー
ト
ル
を
開
削
工
事
で
行
い
ま
す
。

ま
た
幹
線
管
渠
も
昨
年
に
引
き
継
き
、

本
町
当
信
寺
前
よ
り
南
へ
（
市
道
八

森
線
）
第
二
小
学
校
西
側
を
通
り
森

合
雁
狩
橋
線
南
側
ま
で
約
二
六
〇
メ

ー
ト
ル
間
。
ま
た
旧
国
道
四
号
線
オ

リ
エ
ン
タ
ル
前
よ
り
、
市
道
御
免
町

線
を
西
に
宮
城
医
院
角
ま
で
約
二
八

○
メ
ー
ト
ル
間
を
ト
ン
ネ
ル
工
法
で

工
事
す
る
予
定
で
す
。

　
い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る
た

め
、
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の

交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
す
す

め
ま
す
が
、
工
事
の
性
質
上
、
工
事

中
は
こ
の
区
間
は
通
行
止
と
な
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
市
の

下
水
道
事
業
は
管
渠
の

埋
設
が
お
も
で
あ
り
、

昨
年
度
ま
で
に
市
街
地

を
縦
断
す
る
一
号
幹
線

な
ど
約
二
、
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
区
間
を
地
下
約

六
～
七
メ
ー
ト
ル
に
ト

ン
ネ
ル
方
式
で
内
径
八

○
○
～
｝
、
二
〇
〇
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
入
れ
る
作
業
を

終
っ
て
い
ま
す
。

　白

石
市
の
下
水
道
は
、

昭
和
六
十
二
年
～
六
十

四
年
ご
ろ
に
は
使
え
都

予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
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市
の
財
政
事
情
や
仕
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
一
一
回

に
分
け
て
「
市
の
財
政
状
況
し
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
昭
和
五

十
五
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
一
目
ま
で
）

の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

歳出
予算現額　74億2，903万7千円

支出済額　56億7，594万6千円

執行率76．4％

額
）
　
％

算
率

　
行

予
執國

会計
71．4％　8，217万2千円

93。8％　1億4，061万8千円

98．6％　1億4，450万4千円

75．3％　2億2，234万5千円

3億6，970万3千円

5億6，312万8千円

5億7，559万1千円

10億6，512万5千円

12億5，413万4千円礪畿

13億44万9千円

17億1，126万8千円　　藍耀藝

他
　
　
費
　
　
費
　
　
費
　
　
費

り
　
　
工
　
　
会
　
　
防
　
　
債

そ
　
　
商
　
　
議
　
　
消
　
　
公

農林水産業費

衛生費

教育費

総務費

民生費

土木費

五
十
五
年
度

駄
＝］

洋」

二！

1、ヨ

01234　56789101112131415f6ゴ71’81b（億）

昭和56年3月31日現在
　　　（単位千円）

歳　　　　出

昭和55年度各会計の予算執行状況

入歳

’
織

・
予支出済額張叡入額叡入済額調定額

予算現額会計別

276、5691．344．86886．2751．504．3481．590．6231．621．437国民健康保険

1．74313．3911．04414．84215．88615．134
白石市簡易

水道事業

152．747145．774△279161．110160．831298．521下水道事業

1．08131．34837631．84132．21732．429地方卸売
市場事業

432．1401．535．38187．4161．712、1411．799．5571．967．521計

4

雫和筆年麟自石宿の財政状規

般

下
半
期
，
罐
試
イ
堵
’

躯・

その他
使用料及手数料
自動車取得税

交付税

入
税
金
金
金
入
金

収
　
与
　
　
　
旦

　
譲
　
越
担
手
収
　
入

産
　
方
　
　
　
負

財
地
繰
分
及
諸
繰

歳入

市　　　債

市　　　税

国・県支出金

地方交付税

　　　　　　1，922万2干円
　　　　　　　　　96．5％

　　　　　　6，399万7千円
　　　　　　　　10S．3％

　　　　　　8，049万3千円
　　　　　　　　102．9％

　　　1億’・132臨卿

　　　1億L491万襯圃

　　　　　1億2・661襯圏

　　　1億3・74嘱甥［

2億3・15瑠槻E二

3億8・5頸耽二二

予算現額　74億2，903万7千円

収入済額　57億7，340万1千円

収入率77．7％

圃　　　予　算　額
　　　収入率（％）

8億1，100万円
　　　　　　3．1％

（f意）21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1　　0

苦
し
い
市
の
台
翫

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
直
接
納
め

て
い
た
だ
く
市
税
は
、
市
の
収
入
の

中
で
財
政
の
や
り
く
り
の
中
心
と
な

り
、
市
が
自
主
的
に
使
え
る
大
切
な

お
金
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
十
五

億
二
干
八
百
六
十
四
万
円
と
収
入
全

体
の
二
〇
・
六
裟
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
こ
の
割
合
は
こ
こ
数
年
の

間
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
・
諸
収
入
・

財
産
収
入
と
か
繰
越
金
な
ど
を
合
わ

せ
て
、
十
億
六
千
三
百
八
十
九
万
五

干
円
で
、
市
税
と
合
わ
せ
て
も
市
が

自
分
で
生
み
だ
す
収
入
は
、
三
四
・
九

穐
ほ
ど
の
お
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
き
れ
る

地
方
交
付
税
は
二
十
一
億
一
千
二
百

六
十
九
万
三
千
円
で
、
市
の
収
入
全

体
の
中
で
占
め
る
割
合
は
二
八
・
四

窪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
地
方
譲
与
税
が
一
億

一
千
四
百
九
十
一
万
九
千
円
。
公
共

事
業
そ
の
他
、
国
や
県
か
ら
頼
ま
れ

た
仕
事
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
国
・

県
支
出
金
が
十
七
億
五
百
五
十
一
万

二
千
円
で
二
三
・
○
縄
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
お
金
の
都
合
が
で
き
な
い
分

は
、
地
方
債
を
起
こ
し
て
借
金
し
ま

す
。
こ
れ
が
八
億
一
千
百
万
円
で
す
。

結
局
、
市
の
収
入
の
中
で
六
五
・

一
霧
に
当
た
る
四
十
八
億
三
千
六
百

五
十
万
二
千
円
が
国
な
ど
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭和55年度一般会計歳出予算
に計上した主な事業及び事業費（単位千円

事業費

53．526

53，137

事業名
農業・用排水路

整　　備
渇水対策

事業費事業名
642，869土地区画整理

526．139市道整備
39，040小・中学校補修216，813公営住宅建設

37。375道路台帳整備208，735中央公民館建設

36，820市有源泉掘さく107．924冷害対策
31，408災害復旧事業101．061

25，837

19、667

17．120

圃場整備
コミュニティ

施設整備
養蚕近代化
促進対策

93，871

85，774

82，887

白川保育園建設

市民プール
用地取得
大鷹沢小学校

屋体改築
第二次林業
構造改善
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食
中
毒
に
ご
用
心
　
　
手
月
｛
．
－
，
ノ
メ
E
フ
ー
多
，
、
！
ヨ
多
，
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
庫
内
で
食
物
ど
う
し
が
重
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
寡

　
毎
年
五
月
頃
か
ら
十
月
頃
ま
で
は
　
て
い
た
り
す
る
と
、
庫
内
感
染
を
起
　
　
吐
〃

食
中
毒
に
要
藍
の
蹟
享
．
　
こ
し
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
て
萬
好
§
．
轡

　
食
中
毒
を
起
こ
す
代
表
的
な
細
菌
　
き
な
温
湿
度
が
与
え
ら
れ
た
と
た
ん
　
　
　
．
、
．
懸
ー

は
腸
炎
ビ
ブ
リ
寸
、
サ
ル
モ
ラ
、
ゴ
　
す
ご
い
勢
い
で
増
え
始
め
ま
す
・
．
．
従
　
　
　
　
　
　
’
巌

ド
療
菌
へ
逐
ど
で
す
．
食
中
毒
菌
は
っ
て
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た
ら
早
ー
　
．
、
写
、
，
・
謬
霧

蕪
噛
闘
轄
繍
維
欝
羅
縫
断
・
．
、
、
指

戦
鞍
難
辮
礁
繕
欄
離
諮
照
9
藩
霧

i
⑧
隈
讐
一
－
泣
摂
．
わ
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
焼
き
し
い
た
け
の
三
杯
酢
　
　
な
め
こ
の
醤
油
漬
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
〔
一
入
分
）
　
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
（
四
入
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
め
5
0
q
、
生
し
い
た
け
5
0
9
、
　
　
生
わ
か
め
㎜
9
、
な
め
こ
㎜
9
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酢
．
醤
油
各
大
さ
じ
】
杯
、
酒
・
塩
　
醤
油
、
だ
し
汁
、
酒
少
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
勃
　
　
少
々
、
砂
糖
大
さ
じ
ユ
2
杯
。
　
　
　
　
　
【
作
り
方
】

．

隷．

∞∞．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軽
く
焼
き
、
塩
・
酒
を
ふ
っ
て
千
　
③
醤
油
・
だ
し
汁
・
酒
は
少
々
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
り
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
て
、
①
と
②
を
入
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
酢
・
醤
油
・
砂
糖
を
合
わ
せ
て
、
　
　
半
日
ぐ
ら
い
漬
け
て
食
べ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
と
②
を
入
れ
、
出
来
上
り
。
　
　
　
お
い
し
く
食
べ
れ
る
。

！
ー
」

芝
　
　
　
　
一

」
の
醤
油
漬
け
　
　
｝

H
】
（
四
入
分
）
　
　
一

　
〇
　
　
　
〇
、
一

纏
g
舞
』
齢
9
「

互
ぞ
　
　
『

は
い
し
づ
き
を
と
り
砧

消
費
考

ち
ま
す
。
高
温
多
湿
の
夏
は
菌
が
繁
　
全
部
外
に
出
し
、
ぬ
れ
ぶ
き
ん
で
ふ

殖
し
や
す
い
の
で
、
食
中
毒
も
多
く
　
き
、
さ
ら
に
逆
性
石
け
ん
で
ふ
い
て

な
る
と
い
う
わ
け
で
す
．
．
　
　
　
　
　
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
．
て
こ
で
、
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
　
　
最
後
に
一
言
ー
。
夏
バ
テ
を
防

食
物
を
冷
蔵
庫
で
低
温
保
存
す
る
の
　
ぎ
菌
を
は
ね
か
え
す
抵
抗
力
を
持
つ

で
す
が
、
低
温
は
菌
の
繁
殖
を
あ
る
　
の
が
一
番
大
切
と
い
う
こ
と
を
お
忘

程
度
抑
え
る
効
果
し
か
な
く
、
た
ま
　
れ
な
く
。

た
ま
庫
内
で
食
物
ど
う
し
が
重
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
寡

て
い
た
り
す
る
と
、
庫
内
感
染
を
起
　
　
　
吐
〃

こ
し
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
て
菌
の
好
§
．
鱗

き
な
温
湿
度
が
与
え
ら
れ
た
と
た
ん
　
　
　
．
、
茄
懸
ー

す
ご
い
勢
い
で
増
え
始
め
ま
す
．
い
．
従
　
　
　
　
　

，
巌

っ
て
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た
ら
早
，
、
　
　
　
．
》
　
　
，
‘
「
難
誰
、

旗
欝
羅
縫
断
・
．
、
、
盤
、
職

礁
麟
離
諮
辮
0
雛
膨
轡

消費生活モニター調査結果
晶 名

砂1 糖

2．し　ょ　う油

3．天　、〆　ら　油

4．ノ1・　 …菱　 粉

、
！食5

6．　　ダ

7。艮日席i一メン

、
／ガマ8

9．カレーラfス

10。ラ　　　ッ　　　ブ

11．テ右ノシュペーぺ一

12、理髪料
料’

／

・
了マ3

14．プロ　パン　ガス

15。灯 油

銘柄　規格
上臼塘 1k

本醸造　　酵冨多蔑毒㍗

1，6509　　q．Sの

㎡
575

薄力粉　一等級　　1司

並　食　　1　斤

がレトン入　　2259

J　AS中華めん　　1テ

ソフト225g　カルトンス、

並 皿

幅30em・長さ20m　l巻

400枚1200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含11回

コールト
〔シヨートカノト、七一卜言，

5mI

18〃　　（配達料込）

600

211）

150

3呂⇔

71．1

250

400

231．1

巨§。

1．300

6To〔）1）

2，651．1

1，550

1最雛i平騨園目rl腋1翫
26冒IIF

296円

515

175

121）

338

62

183

4｛）∩

140

鵬
1，200

4，500

2，400

1，400

551

05「
D
7

199

135

361）

67

2rl7

400

隈
146

！，271

4、916

O
O

∩
05∩

一

1，495

」』4

△L

“1

4

△1

29

16

q
％

99．5

101．9

99．3

㎜

つ
一401

調査日　昭和56年6月1日　白石市
県干均　　辮1士鷹　　　　　　備　　考
29♂

521

543

190

135

351）

64

195

386

207

151

1，375

4，720

2，509

1，493

295円

527

545

195

136

353

66

199

394

199

149

1，307

4，876

2，546

1，461

上昇品目：灯油、理髪

料、マーガリン

下降品目：しょう油

歎灯油価格がやや上昇

しました。

前月比で4．2％の上

昇です，，県平均では

前月比で、4，4％の上

昇です。

〔1呂グ　　酉己，垂米斗タム）
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本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
ー
総
合
防
災
訓
練

　
　
「
県
民
防
災
の
日
」
で
あ
る
六
月
十
二
日
、
午
前
九
時
三
〇
　
な
わ
れ
ま
し
た
。

分
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
県
下
］
斉
に
総
合
防
災
訓
練
が
行
　
　
白
石
で
は
、
市
内
の

臥
賦
鑑
㌔
憲
層
、
．
継
懲
隅
　
　
蕪
切
難

講
熱
麹
醐
覇
』
講
鮮
鵬
賑

し

ボールを通じて友情を…
　　　　　　　　○一分校球技大会

ふだん少人数のため、できないスポーツをみんなで

楽しもう一と、このほど福岡小学校にある4つの分

校（長峰・蔵王・不忘・八宮）の球技大会が、不忘分

校を会場として行なわれました。

ケガをしないようにと、校庭の石ころを一輪車いっ

ぱいに集めた後、1・2年生はボールけりリレー、3・4

年生はフットベースボール、5・6年生はバレーボール

の3種目に分かれて、元気いっぱいのプレーが繰り広

げられました。

霧
凝

　
　
　
　
　
霧

繍馨
誉
・
産
野
撞
蓋

．
奪
奪
奮
馨
蓬
，
．

、
義
雲
ー
騒
議
・

鷲ず翻、．医’

攣鍵・

⑧

晦

　福祉のまちづくりを目指して

　　　　　　　Cトー障害者年記念大会

　みんなが参加してみんなが平等に暮らせるよりよい

社会づくりを一を合言葉に、このほど市社会福祉協議

会主催による国際障害者年記念大会が市民会館大ホー

ルにおいて500余名の参加のもとに開かれました。

開会宣言の後、参議院議員八代英太氏が「福祉のま

ちづくりと福祉の心」と題して特別講演。アトラクシ

ョンでは、白石陽光園の園生たちによる民話ミ笠地頭モ

の演劇と八代氏による演芸が披露されました。また1

階第1集会室では補装具展示会も行われました。

　ポストはどっちかな？
　　　　　　○一一オリエンテーリング

　ポストをめざして・地図とコンパスを手に歩き、走

るオリエンテーリングの大会がこのほど益岡公園で行

なわれました。この大会は今年で2回目。当日は、小

雨もまじるあいにくの空模様だったが、小学4年生か

ら中学生まで約180人が参加。コースは学年別に3コ

ースに分けられ、5・6人が1組となってスタート。

各ポストをめざして・一目散に走るちびっ子たちも、

小鳥がさえずる所ではひと休み。スポーツを通じて自

然との触れ合いを深めていました。

　　　　　　　　　∫霧「

簿

唐
声
．
、
p

．
置
謬

脚
〕

獲
　
、
隻

　
　
』
㌔

響臓雛

6
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蕨

　
　
　
　
　
　
愈

チ
ー
ム

丸
と
な
っ
て

無
欲
の
勝
利

登市

場民

．
”
．
～
ノ

愚
．

　
　
　
　
　
響
￥
）

瀞羅欝欝　
暫

　
「
ま
さ
か
優
勝
す

る
と
は
、
ま
だ
信
し

ら
れ
な
い
と
い
う
の

訟
　
　
、
．
．
っ
て
話
し
て
ー
れ
る

狐
　
』

簸
糞
ダ
　
　
野

懸
灘

池
田
主
将
。

　
　
こ
の
ほ
ど
行
な
わ

れ
た
第
三
十
回
高
桟

総
体
卓
球
男
ヂ
団
体

で
見
事
初
優
勝
の
栄

、
冠
を
か
ち
と
っ
た
・
口

石
高
卓
球
部
。
過
去

［
最
高
成
績
は
ベ
ス
ト

，
、
8
。
今
牟
は
「
ベ
ス

　
　
　
　
白
石
高
卓
球
部

ト
4
の
壁
を
突
破
」
が
目
標
だ
っ
た

レ
一
訥
・
つ
o

　
「
こ
れ
ま
で
競
り
台
い
に
弱
く
、

粘
り
負
け
と
い
う
ハ
ダ
ー
シ
か
多
か

や
ら
に
練
習
し
で
隔
臨
み
ま
し
た
」
と
、

　
大
会
で
は
、
二
回
戦
の
対
佐
沼
戦

勢
い
に
乗
り
、
準
注
晦
は
築
嬉
、
決

　
イ
ン
ク
ー
㌧
イ
f
、
は
、
一
人
ひ
と

り
の
持
ち
味
蓬
充
分
に
発
揮
し
「
ぜ

ひ
一
回
戦
を
勝
ち
抜
，
＼
こ
と
」
か
目

っ
て
い
手
　
　
　

圃

っ
た
の
で
、
こ
の
点
を
踏
え
か
む
し
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

チ
ー
ム
キ
」
育
で
、
で
、
き
た
堀
田
r
皿
も
　
　
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

に
逆
転
勝
ち
し
で
、
か
ら
、
す
っ
か
㍉
ゆ

勝
は
仙
台
南
を
そ
れ
声
、
れ
四
1
㎝
f
、
㎡

一
気
に
く
だ
し
ま
し
た
、
　
　
　
　
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵

ぢ
と
い
う
、
ヘ
マ
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
濯

っ
て
次
の
目
標
に
向
け
て
白
球
を
追
舳 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂・団酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陣噸四陣』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一伊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴少　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫■　　　　　　　　　　　　　　　　　曲　　　　　　　　　　　　　　　口岬

昂

　　　　　　　　　　　　　　一ゆ・　　　　　　　　　　　　　・』岬｝　　　　　　　　　　　　繭　　　　　　　　　　　一耐甲　　　　　　　　　　叫四㎞　　　　　　　　　硬　　　　　　　　“　　　　　　酬昂　　　　　㌧劃翔　　　　 轍 レ

　　　醜皿
迦

　　欄　灯堺
＿，陛

　
東
北
地
方
｝
帯
に
は
大
昔
、
ア

イ
ヌ
人
が
広
く
住
ん
で
い
た
と
い

わ
れ
、
地
名
な
ど
に
は
ア
イ
ヌ
語

に
基
づ
く
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
き
た
．
、
、
白
石
地
方
で
も
地
名
の

起
り
を
ア
イ
ヌ
語
で
解
こ
う
と
す

る
二
と
が
一
時
流
行
し
た
が
、
今

は
す
た
れ
た
。
た
し
か
に
最
近
も

深
谷
字
椴
田
で
約
八
千
年
前
の
住

居
跡
が
発
掘
さ

れ
た
ぽ
ど
だ
か

ら
、
こ
の
地
方

に
は
た
昔
か
ら

人
が
い
た
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、

そ
れ
は
ア
イ
ヌ

人
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
。
あ

る
い
は
今
の
白

石
入
の
先
祖
か

も
．
知
れ
な
い
ら
．

し
か
し
白
石
周

辺
に
は
日
本
語

地名アレコレ

で
解
釈
の
つ
か
な
い
地
名
も
相
当

あ
る
。
白
石
と
風
見
町
の
境
に
あ

る
鎌
倉
時
代
の
古
戦
場
・
厚
樫
山

（
ダ
ン
ガ
ラ
山
）
は
ア
イ
ヌ
語
の

ア
ツ
f
・
ケ
シ
で
「
海
の
西
岸
」

の
意
味
だ
と
い
う
一
。
．
大
昔
、
伊
達

郡
北
部
は
大
部
分
が
海
に
灘
っ
て

い
た
ら
し
・
＼
し
た
が
っ
て
こ
の

名
は
古
代
の
地
形
と
合
っ
て
い
る
。

　
　
ニ
　
あ
で
ロ

ま
た
小
字
の
名
に
な
る
と
ア
イ
ヌ

語
系
の
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

小
下
倉
の
コ
ツ
ブ
ウ
チ
は
コ
ッ
ペ

チ
ャ
で
鷺
の
す
み
か
。
深
谷
・
平

な
ど
に
あ
る
谷
地
は
ヤ
チ
、
湿
地

の
二
と
。
斎
川
の
道
満
、
深
谷
の

道
内
原
は
ト
マ
ン
・
ド
ナ
で
こ
れ

も
湿
原
か
ら
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
各
地
の
台

　　　　③

白石の地名とアイヌ語

（
台
坂
。
台
上

な
ど
）
は
タ
イ

で
森
林
の
意
昧
。

越
河
の
エ
モ
ク

ロ
は
エ
モ
グ
ロ

キ
で
蚊
吸
鳥
、

夜
贋
の
い
る
場

所
か
ら
で
は
な

い
か
と
い
う
説

も
あ
る
，
し
か

し
ア
イ
ヌ
ヘ
が

い
た
と
し
て
も

何
千
年
も
前
の

こ
と
だ
し
、
は
っ
き
り
し
た
証
拠

が
な
い
と
こ
じ
つ
け
に
な
り
や
す

い
、
白
石
地
方
の
大
字
や
小
字
名

は
千
五
百
ほ
ど
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
国
語
で
解
釈
が
つ
く
し
、
ア
f

ヌ
語
と
ほ
と
ん
ど
関
係
は
な
い
と

思
う
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

一・鯉畑齢か酔・脚

　

　　r

イ
ド
ル

ア
窯
簿
紬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
　
．
4
門
前
女

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄
寺
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
中
の

家
　
　
．
戯
論
、
莚
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ー
　
　
痴
子
・

　　　ママからひとこと

　　”健やかに、いつも明るく、素直

　　に育って欲しい。

灘灘隷醗耀

「ソフトボール」村上美佐雄〔小原小4年

のしわた

宮暫勤勿
深
礎

博
、

「ビニールハウス」日　下

辱「

鱗

毒

　　多羅議
、．6

　
　
　
　
ッ
ず
ホ
お

．
「
饗
糠

難

　　　市
短

蕾民歌

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
の
夜
の
小
雨
そ
ぼ
ふ
る
長
き
夜
に
母
を
思
い
て
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
た
た
む
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
例
な
流
れ
め
ぐ
ら
す
御
假
屋
に
春
の
野
草
を
つ
み

川
股
兵
三
選

葵
祭
近
づ
き
た
れ
ど
京
よ
り
の
音
信
絶
え
し
友
の
身

を
想
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

代
か
き
て
澄
み
し
田
面
に
山
吹
き
の
黄
花
映
り
て
水

に
光
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

若
芽
萌
ゆ
山
の
小
径
を
辿
り
来
て
巣
ご
も
る
雅
の
と

び
立
つ
を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

点
々
と
入
江
に
泊
ま
る
磯
舟
に
僅
か
に
砕
け
る
白
き

波
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
内
　
矩
子

山
の
端
の
沢
の
ほ
と
り
に
う
ぐ
ひ
す
は
た
ど
た
ど
し

く
も
鳴
き
初
め
た
り
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

嬉
々
と
し
て
五
十
路
な
か
ば
の
潮
干
狩
り
山
家
育
ち

の
友
と
つ
れ
だ
ち
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

に
訪
づ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

春
浅
き
臼
石
川
に
臼
鷺
の
広
ぐ
る
銀
の
翼
眩
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
秀
代

山
こ
ぎ
て
採
り
来
し
木
の
芽
に
胡
麻
を
和
え
旬
の
香

り
に
夕
飼
は
づ
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

萌
え
い
づ
る
棒
ほ
の
か
に
赤
み
し
て
梢
の
あ
た
り
け

ぶ
る
ご
と
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

鉢
植
の
ぼ
た
ん
は
乳
房
の
如
く
ふ
く
ら
み
て
花
辮
ほ

の
か
に
色
づ
き
て
見
ゆ
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

緑
濃
き
山
に
さ
霧
の
流
れ
見
え
ダ
ム
の
ほ
と
り
に
う

ぐ
い
す
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

刻
々
に
変
る
残
照
の
砂
丘
見
え
な
す
す
べ
も
な
く
た

だ
歩
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
信
子

散
る
花
は
風
に
ふ
か
れ
て
足
も
と
に
吹
き
た
ま
れ
る

を
愛
で
て
な
が
む
る
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

卜但

壇

鈴
木
貞
二
選

転
作
の
田
に
麦
青
く
よ
く
育
つ
　
　
　
半
沢
も
り
え

花
び
ら
を
切
っ
て
水
車
の
廻
り
を
り
　
柴
内
　
矩
子

花
菜
よ
り
大
根
の
花
へ
蝶
一
つ
　
　
　
水
野
　
淑
子

悲
し
み
ふ
か
め
吹
雪
き
ぬ
花
嵐
　
　
　
佐
藤
　
周
子

吾
娘
帰
る
日
の
い
ち
は
つ
の
開
き
初
む
　
青
木
　
良
子

揺
ら
ぎ
つ
つ
葉
面
の
光
り
花
椿
　
　
　
高
橋
久
美
子

孫
た
ち
と
折
紙
折
り
て
春
炬
燵
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

山
の
木
々
お
く
れ
し
春
に
芽
を
吹
き
ぬ
　
太
田
　
貞
一

ほ
と
け
の
ざ
踏
み
入
る
す
き
も
な
き
ほ
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
省
三

砂
掘
れ
ば
潮
吹
く
貝
の
お
も
し
ろ
し
　
山
田
　
　
濱

さ
え
ず
り
の
朝
々
多
き
町
に
住
み
　
　
鈴
木
　
民
子

雪
嶺
の
輝
き
増
せ
る
朝
湯
か
な
　
　
　
高
橋
和
歌
子

北
郊
の
陣
場
が
丘
の
遅
桜
　
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

せ
せ
ら
ぎ
の
ひ
そ
か
な
音
や
水
芭
蕉
　
太
田
　
敏
子

声
立
て
て
笑
へ
る
孫
や
初
節
句
　
　
　
久
須
見
南
斗

o

9



瞭文化財めくり
私たちの郷土には古くから数多

くの史跡や天然記念物、民俗文化

財などがあります。郷土史の理解、

文化財保護思想の普及を図るため

文化財めぐりを行います。

レ期日　7月15日（水）雨天決行

》集合場所・時間　市役所前

　　　　午前8時10分集合
》募集人員　30名（定員になりし

だい締め切ります）。

〉参加費　1人1，000円（入館料、

昼食代など）。

〉見学場所　遠見塚古墳～陸奥国

分寺～東北歴史資料館～塩釜神

社～松島（瑞厳寺）～瑞鳳殿。

〉講師　市文化財保護委員長

　　中、橋彰吾先生

〉申込先　7月10日まで教育委員

会社会教育課（内線411）まで

どうぞ。

翻鷲衛【言．海。典

節度ある団体生活、安定した待

遇です。

〉応募資格　18歳～25歳未満の男

子（あと半年位で18歳になる方

でも受験できます）。

〉身分　特別国家公務員

〉給与　初任給月額91，600円

レ応募の相談　市民課または地方

連絡部柴田募集事務所（冒柴田

　4－2819）までどうぞ。

麟県営任宅入居者
県営住宅の入居者を募集してい

ます。

〔概要〕〉所在地／寿山〉建物／

3D　Kレ戸数11戸＞家賃11，100～

13，000円

●先着順による随時受付とし、募

集戸数に達ししだい締め切りま

す。

●申込用紙の配付・受付は、建設

課住宅係で行います。

　くわしくは、宮城県住宅管理公

社（a仙台24－0014）までどうぞ。

麹 般勿・譲f童宅販売

宮城県住宅供給公社では、住宅

金融公庫融資付き一般分譲住宅販

売を開始しました。

〔概要〕〉所在地／緑が丘地内〉交

通／自石駅より徒歩約15分》今回

分譲戸数27戸》建物の引渡し予定

／57年3月下旬》住宅金融公庫融

資予定額／620万円～810万円（建

物の構造、大きさによって異なり

ます）。

●今回分譲土地面積

　　248、88㎡～288．00㎡

●今回分譲土地価格

　　564万円～650万円

●今回分譲建物面積

　　59．68㎡～119，97㎡

’一●今回分譲建物価格

　　715万円～1，448万円

●申込み期間

　　6月22日～7月6日
　くわしくは、宮城県住宅供給公

社（君仙台61－6161）までどうぞ。

「子ど萄の本の　「
l　　　　　　　　l
l　　展示会il　　　　　　　　ll子どもの心の成長を助け、夢l
lを育てる本。良い本を選び、楽i
lしい読書をすすめる手掛りに、l

l　　　　　　　　llぜひお出でください・　　l
lレ期日　7月17日③～7月21日〔火）1

瞳讐一一」
　　　　　梅聡虞一．も一墾力腿事．蓄慧・義，か

中央公民館では、7月から各種　　たも参加して、このチャンスを生　　　くわしくは、中央公民館（雪6

教養講座を開講いたします。あな　　活にいかしませんか。　　　　　　　一2453）までどうぞ。

講座名

書道講座

絵画講座

ス
座

ンダ交
社
講

究
座

研史土
郷
講

作
室

工もど
子
教

高山植物

観察会

ね　ら　い

書道の基礎を学ぶ

絵画の楽しさを知る

社交ダンスの基礎を学び

合わせて健康づくりに寄

与する

郷土の歴史と文化財を知

る

竹細工の楽しさを知る

南蔵王の高山植物に関す

る知識を高める

期　問

7～3月

〃

〃

講習日
毎週水曜日

午後2～4時

毎週金曜日

午後2～4時

毎週火曜日

午後7～9時

毎月1回

7月23日
午前9～12時
7月24日
午前9～12時

　7月26日（日）

8：20までバスターミナ
　　　ル前へ集合
8：40　　出発

対　象

一般市民

20名

〃

〃

民
市
名

般
3
0

｝

小学生な

らだれで

も

一般市民

会場
中央

公民館

〃

館会民市

　
館

　
民

央
公

中

中央

公民館

南蔵王

駒草平

費会

月

1，000円

〃

月

1，500円

テキスト

　代
1，000円

材料代

1人200円

　
と
　
円

代
費
す
4
0

　
　
　
ク

ス
実
ま
・

バ
（
し
覆

講　　師

　
氏

長
会
蔵

筆
謙

雄
藤

石
斎

白

佐々木敏雄氏

白石社交ダンス

愛好会会員

白石市文化財保

護委員

中橋彰吾氏

太宰辰治郎氏

蔵王自然保護協

会会長

鈴木六一郎氏

ノ1

〔
④
届
出
の
期
間

　
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
だ
け
早
く
届
出
く
だ
さ
い
。

｛
②
届
出
す
る
人

　
夫
・
妻
の
双
方
が
、
成
入
者
証
人

二
入
の
連
署
を
し
て
届
け
ま
す
・
・

　
も
し
、
婚
姻
す
る
人
が
未
成
年
の

場
含
は
、
父
母
の
同
意
が
必
要
で
す
、
”
、

　
　
　
　
　
．
訓
　
蕊
　
…
．

　
3
“
、
、
　
h
　
雛
　
・
卿
．
難

鰹
鰹
、
覇
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
、
壽
　
　
　
　
　
く
ル
鋳

　一1ミの不法投棄は　　　　；

　　　やめましょう！

最近、山林や河川敷にゴミなど　11

を不法投棄する人があとを絶たな　〔・

いことから、現在白石警察署では　、i

捜査中です。美しいふるさとの景　1
観や美観が損われないよう、みん　1・
なでルールを守を）・美しい環境づi…

くりに努めましょう、）

戸籍アラカル」劃

組個し麗毫留

…婚姻届…

③
届
出
先

　
夫
ま
た
は
妻
の
本
籍
地
か
住
所
地

の
市
町
村
役
場
に
届
け
ま
す
。

④
届
出
枚
数

　
夫
・
妻
と
も
本
籍
が
市
内
の
と
き

は
一
通
、
い
ず
れ
か
一
方
の
本
籍
が

市
外
の
と
き
は
二
通
、
夫
・
妻
と
も

本
籍
が
市
外
の
と
き
は
三
通
必
要
で

す
。

⑤
届
書
に
添
付
す
る
書
類

。
白
石
市
以
外
の
方
は
戸
籍
抄
本
が

必
要
で
す
。

・
夫
・
妻
お
よ
び
証
人
の
各
々
の
印

鑑
（
妻
は
旧
姓
）
。

。
市
外
か
ら
の
転
入
者
は
転
出
証
明

書
、
夫
・
妻
の
国
民
健
康
保
険
証
（
加

入
者
）
、
国
民
年
金
手
帳
（
加
入
者
）

　
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
の
窓
口
か

各
出
張
所
の
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
届
出
用
紙
も
窓
口
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
「
国
保
」
　
時
に
強
制
加
入
と
な
り
ま
す
の

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
い
合
　
　
で
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

わ
せ
が
あ
り
ま
す
の
で
お
答
え
い
　
　
こ
と
を
や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

た
し
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。
そ
の
手
続
き
は
市
民
課

圃
会
社
勤
め
を
す
る
こ
と
に
な
　
　
の
窓
口
、
ま
た
は
各
出
張
所
で

　
り
ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
　
　
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
従
来
の

　
　
　
　
〈
国
保
シ
リ
U
ズ
④
〉

　
税
も
続
け
て
払
っ
て
い
ま
す
。
　
　
国
保
の
保
険
証
と
新
し
い
職

　
こ
れ
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
　
　
　
場
の
保
険
証
と
を
持
っ
て
行
か

圏
同
時
に
二
つ
以
上
の
医
療
保
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続

　
険
制
度
に
加
入
す
る
の
は
、
意
　
　
き
が
済
め
ば
、
後
で
保
険
課
か

　
昧
の
な
い
こ
と
で
す
。
職
場
の
　
　
ら
保
険
税
の
精
算
が
行
わ
れ

　
健
康
保
険
は
就
職
す
る
と
、
同
　
　
ま
す
．

伊
藤
さ
ん

　
　
　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
委
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
年
金
な
ど
の
受
給
、
戦
没
者
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　
　
族
の
生
活
の
問
題
な
ど
相
談
に
応
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
難
　
　
　
　
　
等
　
藤
　
　
必
要
な
指
導
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
急
ド
　
、
、
　
伊
　
　
　
相
談
は
直
接
口
頭
で
な
さ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
電
話
や
手

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
と
し
て
、
伊
　
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

藤
右
三
さ
ん
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
　
　
秘
密
を
守
り
親
身
と
な
っ
て
相
談

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦
没
者
　
　
戦
没
者
遺
族
相
談
員
の
住
所
と
電

遺
族
の
援
護
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
　
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
指
導
・
助
言
を
行
う
と
共
に
、
遺

族
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
の
が
主
な
　
　
○
伊
藤
右
三

役
目
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
川
犬
卒
都
婆
字
石
森
2
2

　
た
と
え
ば
、
戦
没
者
遺
族
に
係
る
　
　
　
　
費
七
ー
二
ニ
ニ
七

O
図
書
館
の
時
代
　
　
石
井
　
　
尚

○
誰
も
書
か
な
か
っ
た
バ
チ
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
金
山
　
政
英

○
写
真
集
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
　
全
三
巻

　
　
　
　
　
　
　
N
H
K
取
材
班

O
世
界
の
民
話
　
全
二
十
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
俊
夫
編

○
親
の
不
安
に
こ
た
え
る
教
育
論

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
村
健
一

〇
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
ー
3
号
鉄
扉

　
　
　
　
　
　
　
　
上
坂
　
冬
子

○
絵
本
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
く
ら
し
の

　
く
ふ
う
　
　
　
　
大
橋
　
　
歩

○
危
機
を
の
り
き
る
中
年
学

　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
　
筆

O
ス
ト
レ
ス
時
代
の
突
然
死

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
　
　
恵

O
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
純
男

○
マ
イ
コ
ン
手
づ
く
り
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
村
岡
　
周
平

O
は
じ
め
て
の
雑
木
盆
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
久
澤
勝
蔵

○
私
の
パ
リ
、
パ
リ
の
私

　
　
　
　
　
　
　
　
荻
須
　
高
徳

O
チ
ェ
ス
の
教
室
　
全
三
巻

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ム
・
ピ
シ
ョ

O
私
家
版
日
本
語
文
法

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

O
愛
の
影
は
長
く
　
　
芹
沢
光
治
良

0
モ
ン
フ
ト
ー
ク
　
　
中
山
　
千
夏

O
女
の
あ
し
あ
と
　
　
宮
尾
登
美
子

○
父
が
消
え
た
　
　
　
尾
述
　
克
彦

　
子
ど
も
の
本

○
え
ぽ
ん
風
土
記
　
四
十
七
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
書
店

○
子
ど
も
美
術
館
　
全
十
二
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
プ
ラ
社

O
ど
ら
ね
こ
パ
ン
ツ
の
し
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
　
敬
介

0
カ
ワ
ウ
ソ
の
海
　
　
椋
　
　
鳩
十

なみ

のん

書

館
10



▼
窩 市役所の所在地

白石市字桜小路35

〒989－02　費，5－2111（代表）

’3

』航空防除
　イモチ病の航空防除を実施いた

します。散布時間中は、散布地域

周辺で戸外に洗濯物・食物などを

出さないでください。また自動車

に付着しますと落しにくいので、

すぐに払ってください。

　散布時間は、午前5時から10時

まで。天候により変更することも

あPます・

継巽施日程

○第1回

○第2回

O第3回
○第4回

○第5回

7月8日（水）

7月18日（土）

7月30日休）

8月11日（火）

8月25日㈹

国民年金
　保険料納付は年金を量・ける査め

ヴ，ド大切なステ・ノブです

　国民年金の保険料は忘れずに納

められていますか。

　保険料を納め忘れていますと、

思わぬ事故や病気などで障害者に

なったり、一家の生計を支えてい

た方がなくなったときに、障害年

金や母子年金などが受けられない

ことがあります。また、将来、老

齢（通算老齢）年金を受けようと

したときに、保険料を納付（また

は免除）した月数が足りないため

に、年金が受けられないこともあ

ります。保険料の納付は、年金受

給権につながる大切なステップで

す。保険料の納め忘れのないよう

に気をつけましょう。

．錨灘　蜘欝

藩擁、9当
蝿幽、鑛

鐸．p．

　年金を受けるには裁定請求書

　　　　の提出か必要です

　国民年金の老齢年金や通算老齢

年金を受けるためには、資格期間

や年齢などの条件を満たした人は

「裁定請求書」を市民課国民年金

係または出張所を通じて、社会保

険庁に提出することになっていま

す。裁定請求を行う場合には、「国

民年金記号番号・生年月日・氏名

・住所・年金の払い渡しについて

の希望支払機関」について、正確

に記入するようにお願いします。

　特に、年金の支払いの通知書等

は、すべてカタカナで印刷されま

すので、氏名・住所・希望支払機

関について、フリガナを正確に記

入する必要があります。なお、障

害・母子年金などの裁定請求書は、

県知事に提出することになってい

ます。

家庭奉仕員（交諏全）

派遣希望の方へ

灘欝群棚、
嬢
　
掃
暴

憾欝

嵐
　
　
護

　
、
・
蜜露

騨
婁

姦

　老人・心身障害児・身体障害者

の家庭に対し、市ではホームヘル

パー派遣事業を行っています。そ

の業務内容は次のと診りです。

ゆお年寄りの家庭に

　　65歳以上で、身寄りのない老

　人や老衰などのため日常の生活

　に不自由されている世帯を訪れ、

　家事・介護・生活の相談にあた

　ります。

＠心身障害児家庭に

　　重度の心身障害のため独立し

　て日常生活をするのに著しい障

　害がある心身障害児の家庭に対

　し、日常の世話を行います。

2身体障害者家庭に

　　重度の身体障害のため独立し

　て日常生活を営むのに著しく支

　障のある身体障害者のいる家庭

　に対し、日常の生活を行います。

　ホームヘルパーの派遣を希望さ

れる方は、社会福祉事務所福祉係

（内線139）までどうぞ。

圓自臆
　夏期開館時間を延長いたしまi

す。

》期間7月20日㈲～8月22日由i

レ時　間　午前9時～午後6時i

〉休館目　毎週日曜日、月末、

　　　　8月15日

衛 生

　　　　　　角1－r一ゾF併～

　ワイル病は、致命率が高く、後

遺症もある恐ろしい病気です。レ

プトピラを含む「ネズミの尿」で

汚染された田や川・堀などで、作

業中に皮膚や粘膜等を通して感染

する伝染病です。市では、次のと

おり予防接種を行いますので、ぜ

ひ接種してください。

》対象者　16歳以上の市民（原則

　として就農者）。

〉料金　無料（全額市費負担）。

》日時　7月17日㈹、24日働

　午後1時30分～2時

〉場所　市健康センター

レ申込み　7月11日まで、衛生課

　または出張所・分室へ申し込み

　ください。問診書は、その際交

付します。

〉その他　初めての方は、2回接

　種が必要です。

窟袋簿灘叢　調

暑中晃舞はがき
　　　　　で涼風壱2

白石郵便局

　いよいよ本格的な夏の到来です。

今年も暑中見舞はがきで、親しい

人や日ごろご無沙汰している人に

涼風をお届けしましょう。今年は、

料金表示部分は線香花火、裏面は

「ビク」と「メダカ」のデザインで、

4色刷りカラー版です。発売は7

月1日からです。また、7月7日

からは、広告付きはがきが新たに

発表されます。スポンサーは「東

芝」と「ホンダ」で、一枚35円と

一般のはがきより5円お得になっ

ております。いずれも発売枚数に

制限がありますので、お早めに治

買い求めください。

戸険査と勲
　小児結核は、B　C　Gをまだ接種

していない小児に多く、幼いお子

さんほど結核感染に対する抵抗力

が弱く重症になりやすいといわれ

ております。市では、次の日程で

ツ反応検査とB　C　G接種を行いま

すので、ぜひ受けてください。

〉対象者　生後3ヵ月から4歳未

※日程表

L

満で、まだ一度もB　C　G接種を

　受けていない乳幼児

レ料金無料

レその他　①母子手帳を持参して

　ください。②はしかの予防接種

後、1ヵ月以内の方、および三種

　混合・日本脳炎予防接種後2週

　間以内の方は受けられません。

地　　区

白　　川

福　　岡

大　　平

斎　　　川

越　　河

大鷹沢
白　　石

小　　原

ツベルクリン

注　　　躯

7月13日

7月13日

7月14日

7月14日

7月14日

8月25日

8月25日

8月26日

ツ反測窟と

BCG接種

7月15日

7月15日

7月16日

7月16日

7月16日

8月27日

8月27日

8月28日

時　　間

9：50～10：10

1：00～　1：30

10：10～10：30

10：40～11：00

11：10～11：40

10：00～10：20

1＝OO～　1：30

9：30～　9＝40

会　　場

白　川　中

福岡中
大平小
斎　川　小

越河小
大鷹沢小

健康センター

小原小

56年度第2回

畢
♪ 布 毒

　夏の伝染病予防と害虫駆防のた

め次の日程で全市一斉消毒を行い

ます。

※注意事項

（1）火気のあるところでは、使用し

※日程表

　ない。また食器・飼料・おもち

　ゃなどにかけないこと。

（2）消毒をする人は、必ず「マスク・

　ゴム手袋など」を用いること。

（3〉作業終了後は、石けん水で顔・

　手・足などをよく洗うこと。

月　屡

7／12

13

14

15

16

17

18

19

20

躍

日

月

火

水

木

金

土

日

月

地　区

白石・福岡

福　　岡

福　　岡

小　　原

大　　平

河越

斉　　川

白　　川

大鷹沢

実 施　　　区　　劉

鷹巣、小下倉、滝下、尾箆、沖

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大網、芹沢、

八宮、西区上、南区、西区下

山ノ下、山根、下原、川原子、不忘、蔵王、三住

全 区

全 区

全 区

全 区

全 区　　福岡北区、東区

全 区

ノ2



カメラ・二ニュ圃ス

躍．．，撫．懸瓢

　精神薄弱者の授産施設として、

50人が入所できる「あけぼの園」

が臼石陽光園そばに開園。現在、

18歳から54歳までの男女48名が養

蚕・畜産・農耕の3つの職業に分

れて、社会生活に必要な訓練を行

っています。

幅、＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍

一』．一P

　水の事故が多く発生する時期を

迎え、一般の入たちにも水難救助

の方法を覚えてもらおうと、この

ほど福岡公民館で自石地区防犯協

会連合会主催による水難救助訓練

が行なわれました。

　この訓練は、自石・角田・大河

原の3地区合同によるもので、幼

稚園の先生や会社員など約80人が

参加しました。

∩
、
8

防ごう非行

助けよう立ち直り

休日急患当番医
月　日

7／5

12

19

69
↑

内 科

三7甫クリニック

　　　　（5）6854

院
0

　
4
1

　
9
一

医
㈲

筥

加藤（司）医院
　　　　（5）2001

引　地　医　院
　　　　（5）2036

トタ 科

院
0

　
0
1

医
2

　
⑤

谷斐金

刈　田　病　院
　　　　〔5）2145

院
2

　
6

　
の

医
2

　
励

城宮

刈 田　病　院
　（5）2145

※都合によ1）変更になる場合もあります。

　　　　　定例相 談

相談区分

入権相談

行政相談

社会保険

相　　　談

生活相談

青少年相談

消費生活

相　　談

高齢者
職業紹介

器
回
ス

　
　
ビ

聴
補
巡
サ

相談日

15

15

15

15

6・25

　15
毎週月・火・

　木・金

　　15
毎週水・木・

　金

7・21

リオン

　　9・23
ニホン　14

間上
寸

10：00～

　15：00

11）ll）0～

　15：00

9：30～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：00～

17＝00

10：00～

　15：00

9：00～

　16：00

10：00～

　14：00

13：00～

　14：00

10：00～

　11：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全　　　上

白石市役所

3階相談室

2済皆市目言炎室

3階相談室

白石市役所

4　　階
青少年相談

センター

白石市役所

1階消費
生享舌ネ目言炎室

自石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、・公社、公団、

公庫などの仕事にっ

いて不満なことや希

望すること

健康保険、船員保険、

厚生年金など

日常生活上の困りご

と

勉強のしかたや悩み
等学習に関すること、

非行又はその恐れの
ある青少年の問題や
悩み等

買物苦情や消費生活

一般

60歳以上の方の職業

斡旋

補聴器の修理、調整

など

14


